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日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
毎

年
、
７
月
７
日
（
盧
溝
橋
事
件
）
か

ら
９
月
１８
日
（
柳
条
湖
事
件
）
ま

で
を
「
不
再
戦
・
平
和
友
好
期
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中

に
全
国
各
地
で
、
街
頭
宣
伝
や
記

念
集
会
・
学
習
会
な
ど
不
再
戦
・

平
和
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 ２

０
１
７
年
７
月
７
日
は
、
１
９

３
７
年
７
月
７
日
の
「
盧
溝
橋
事

件
」
か
ら
８０
年
の
節
目
で
す
。
東

京
で
は
、
国
会
前
で
「
日
中
戦
争

開
始
の
日
・
ミ
ニ
集
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
８
日
に
は
、
「
日
中
１５
年

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
連
会
議

へ
の
不
参
加
」
な
ど
）
に
は
、
適
切

な
批
判
を
し
て
い
る
。 

第
四
は
、
参
加
者
（
90

代
２

人
。
80
代
１
人
。
70
代
４
人
。
50

代
１
人
）
が
高
齢
化
す
る
中
で
、
こ

う
し
た
運
動
や
歴
史
の
真
実
を
、

ど
う
若
い
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。 

 

最
後
に
、
通
り
が
か
り
の
ベ
ビ

ー
カ
ー
を
押
す
男
性
と
、
連
れ
の

年
配
の
女
性
が
横
断
幕
に
目
を

と
め
た
の
を
見
か
け
て
、
参
加
者

全
員
の
写
真
撮
影
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
こ
の
人
た
ち
は
中
国
人
で

し
た
。
小
林
事
務
局
長
は
、
私
も

中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
の
近
く
で
生
ま
れ

た
な
ど
、
さ
さ
や
か
な
日
中
交
流

が
で
き
ま
し
た
。 

 

―
再
び
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
と
誓
う
日
― 

小
林
事
務
局
長
は
、
次
の
４
点

を
強
調
し
ま
し
た
。 

第
一
は
、
日
中
友
好
（
日
中
不

再
戦
）
は
、
「
憲
法
９
条
を
生
か
す

道
」
と
の
立
場
か
ら
、
盧
溝
橋
事

件
か
ら
80
年
の
今
こ
そ
、
安
倍
改

憲
（
９
条
）
を
許
さ
な
い
決
意
を
新

た
に
し
た
い
。 

第
二
は
、
「
７
月
７
日
、
日
本
で

は
七
夕
の
日
で
す
が
、
中
国
で
は

『
７
・
７
』
と
呼
ん
で
、
中
国
の
国
民

に
と
っ
て
は
、
日
本
軍
が
中
国
全

土
へ
の
侵
略
戦
争
を
開
始
し
た
、

忘
れ
ら
れ
な
い
日
で
す
。
」
と
述

べ
、
そ
し
て
こ
の
日
は
、
日
本
人
に

と
っ
て
も
、
ア
ジ
ア
の
人
々
２
０
０

０
万
人
、
日
本
人
３
１
０
万
人
の

犠
牲
を
出
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
の
発
端
に
な
っ
た
日
と
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
再

び
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
と
誓
う

日
で
す
。 

第
三
は
、
わ
た
し
た
ち
の
協
会

は
、
中
国
人
民
と
の
草
の
根
の
交

流
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
、
中

国
政
府
の
問
題
あ
る
行
動
（
古
く

は
「
文
化
大
革
命
」
、
最
近
で
は

ビ
ラ
の
受
け
取
り
も
よ

く
会
話
も
は
ず
む 

今
回
の
宣
伝
行
動
で
は
、
安
倍

自
民
党
が
都
議
選
で
歴
史
的
敗

北
を
喫
し
た
後
で
、
例
年
以
上
に

ビ
ラ
の
受
け
取
り
も
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
通
行
人
が
横

断
幕
に
目
を
向
け
た
り
、
ビ
ラ
の

受
け
取
り
後
の
会
話
も
は
ず
み
ま

し
た
。 

戦
争
は
、
私
た
ち
に
何
を
語
り
か

け
て
い
る
か
」
（
（
講
師
：
纐
纈
厚
さ

ん
（
山
口
大
学
名
誉
教
授
・
歴
史

学
）
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

岡
山
支
部
は
７
月
７
日
、
午
前

11
時
か
ら
12
時
ま
で
の
約
１
時

間
、
天
満
屋
ア
リ
ス
の
広
場
前
で

「
盧
溝
橋
事
件
80
周
年
―
歴
史

の
真
実
に
向
き
合
い
９
条
改
悪
を

許
さ
な
い
声
を
―
」
な
ど
と
書
い

た
ビ
ラ
２
０
０
枚
を
配
布
し
ま
し

た
。 参

加
者
は
、
竹
内
理
事
長
、
井

歴
史
の
真
実
に
向
き
合
い
９
条
改
悪
を
許
さ
な
い
声
を 

―
盧
溝
橋
事
件
８０
周
年
の
街
頭
宣
伝
― 

 

上
監
査
、
小
林
事
務
局

長
、
曽
田
・
河
井
・
今
岡

の
各
理
事
及
び
平
和
委

員
会
の
中
尾
さ
ん
、
岡

山
市
議
の
竹
永
さ
ん
の

計
８
人
で
す
。 

最
初
に
曽
田
理
事
が

マ
イ
ク
を
も
っ
て
、
ビ
ラ
の

内
容
に
つ
い
て
く
わ
し
く

説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て

中
尾
、
竹
永
、
小
林
の
３

人
が
マ
イ
ク
で
訴
え
ま
し

た
。 

  

戦
争
犠
牲
者
に
と
ど
け
平
和
の
祈
り
鶴 

 

７
月
７
日
、
新
西
大

寺
町
商
店
街
（
表
八
か

町
・
表
町
商
店
街
）
は
、

「
平
和
七
夕
ま
つ
り
」

（
６
月
２０
日
～
７
月
２０

日
）
の
期
間
中
で
、
竹
の

笹
に
願
い
を
書
い
た
短

冊
が
掲
げ
ら
れ
、
た
く

さ
ん
の
人
の
折
り
鶴
が
つ
る
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

折
り
鶴
は
、
高
校
生
（
創
志
学

園
・
山
陽
女
子
高
）
、
ほ
か
、
お
か

や
ま
コ
ー
プ
、
新
婦
人
及
び
「
平

和
と
健
康
を
求
め
て
」
（
日
中
友

好
協
会
岡
山
支
部
・
太
極
拳
）
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
平
和

で
こ
そ
商
売
繁
盛
」
（
表
町
商
店

街
）
の
垂
れ
幕
、
「
世
界
で
一
つ
の

輝
く
光
に
な
れ
」
（
岡
山
南
書
道

部
）
な
ど
が
目
を
引
き
ま
し
た
。 

こ
の
ま
つ
り
は
、
「
平
和
の
波
お

か
や
ま
実
行
委
員
会
」
と
「
表
町

商
店
街
」
が
主
催
し
、
６
月
２９
日

の
岡
山
大
空
襲
と
戦
争
で
な
く
な

ら
れ
た
人
々
の
鎮
魂
、
「
再
び
郷

土
を
灰
に
す
ま
い
」
の
思
い
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
商
店
街

の
活
性
化
と
平
和
の
願
い
が
一
体

と
化
し
た
取
り
組
み
で
す
。 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

７
月
２１
日
（金
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

小川 

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

具
体
的
に
説
明
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
１
９
５
０
年
代
に
確

立
し
た
「
平
和
５
原
則
」
を
踏

ま
え
て
、
今
の
時
点
で
中
国
に

対
し
て
主
張
す
べ
き
こ
と
は
何

ニ
ュ
ー
ス
」
も
信
じ
込
ま
さ
れ
、

間
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
さ

れ
、
中
国
に
対
す
る
不
信
や
脅

威
を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

世
界
各
国
の
世
論
調
査
で
も
日

本
が
突
出
し
た
異
常
に
高
い
数

値
と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
「
内
政
不
干
渉
」

を
外
交
の
原
則
と
し
て
お
り
、

「
国
と
国
の
交
流
は
人
民
と
人

民
の
交
流
が
基
本
」
と
考
え
て

き
た
中
国
の
建
国
以
来
の
外
交

方
針
や
少
数
民
族
に
対
す
る
政

治
的
社
会
的
配
慮
に
つ
い
て
、

歴
史
的
に
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
「
脅
威
」
論
の
ゆ
が
み
を

と
独
自
の
論
説
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

北
朝
鮮
や
中
国
の
「
脅

威
」
を
日
本
政
府
が
煽
り

立
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
た
マ
ス
コ
ミ
が
一
方

的
に
報
道
す
る
中
で
、
尖

閣
諸
島
や
南
沙
諸
島
な

ど
の
領
土
問
題
、
中
国
国

内
の
少
数
民
族
問
題
、

「
一
帯
一
路
」
構
想
な

ど
、
多
く
の
国
民
は
、「
偽

 

二
、
第
18
回
中
国
問
題
文
化

講
演
会
は
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
80
名
の
参
加
で
、
慶
應
義

塾
大
学
大
西
広
教
授
（
日
中
友

好
協
会
副
会
長
）
の
１
時
間
30

分
の
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
と
20

分
間
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。 

 
経
済
学
、
統
計
学
の
専
門
家

で
国
際
学
会
の
重
職
も
担
当
し

な
が
ら
、
日
中
友
好
活
動
で
も

活
躍
し
て
い
る
現
役
教
授
の
含

蓄
の
あ
る
講
演
は
、
固
い
内
容

な
が
ら
眠
気
を
飛
ば
す
迫
力
あ

る
も
の
で
し
た
。 

 

そ
の
概
要
は
、「
今
の
中
国
を

ど
う
見
る
か
―
「
中
国
脅
威
」

論
を
前
に
し
て
」
と
題
す
る
、

『
平
和
運
動
』
（
日
本
平
和
委
員

会
発
行
）
の
10
ペ
ー
ジ
の
論
文

を
基
礎
に
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
登
場
後
の
世
界
の
情
勢
を

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
解
説

一
、
６
月
２４
日(

土)

１０
時
、

く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
に

て

20
余
名
の
参
加
で
第

13
回

定
期
総
会
が
開
か
れ
、
栗
本
理

事
長
、
劉
華
人
協
会
長
の
来
賓

あ
い
さ
つ
の
後
、
議
事
に
入
り
、

一
年
間
の
活
動
報
告
と
こ
れ
か

ら
の
方
針
、
決
算
・
監
査
報
告
、

予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
新
役
員

の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

中
交
流
活
動
、
文
化
講
演
会
、

映
画
会
、
中
国
旅
行
、
中
国
百

科
検
定
、
中
国
語
講
座
、
太
極

拳
、
二
胡
教
室
な
ど
の
広
が
り

が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
「
共
謀
罪
」
法
案
の

国
会
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
特

別
決
議
を
総
会
名
で
採
択
し
て

終
了
し
ま
し
た
。 

 

午
後
の
記
念
講
演
開
始
の
合

間
を
利
用
し
て
、
太
極
拳
サ
ー

ク
ル
の
華
麗
な
演
舞
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

か
に
つ
い
て
、
核
兵
器
の

問
題
や
戦
後
処
理
、
平
和

外
交
に
つ
い
て
、
日
本
の

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
直
後
に
、
中
国
共
産
党

が
重
慶
『
新
華
日
報
』
に

発
表
し
た
「
原
子
爆
弾
に

思
う
」
（
１
９
４
５
年
８

月
９
日
付
）
と
い
う
非
常

に
優
れ
た
時
評
な
ど
歴
史

的
文
書
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
解
説
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

さ
ら
に
、
鄧
小
平
は
中

倉
敷
支
部
第
13
回
定
期
総
会
と
記
念
講
演
会
開
か
る 

「
今
の
中
国
を
ど
う
見
る
か
」
大
西
広
教
授
が
熱
弁
を
ふ
る
う 

 

「
今
の
中
国
を
ど
う
見
る
か
」
参
加
者
の
感
想 

あ
、
や
ば
い
。
こ
れ
、
誘
わ
れ
た

か
ら
っ
て
、
ほ
い
ほ
い
気
軽
に
来
て

い
い
や
つ
じ
ゃ
な
か
っ
た
…
！ 

 

資
料
を
読
み
な
が
ら
、
脳
み
そ

が
理
解
を
拒
否
し
て
る
の
を
感
じ

た
。
難
し
い
か
ど
う
か
よ
り
も
、

「
こ
の
論
題
に
興
味
が
な
い
」
と
い

う
大
問
題
を
抱
え
込
ん
で
い
た
。 

 

そ
ん
な
状
態
で
聞
い
た
講
演
だ

か
ら
、
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
残
っ
て
い

な
い
。 

 

太
極
拳
か
ジ
ェ
ッ
ト
・
リ
ー
か
ジ

ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ン
を
絡
め
て
お
話

し
て
く
れ
た
ら
、
興
味
が
わ
い
た

ろ
う
と
思
う
の
だ
け
ど
、
マ
ル
ク
ス

経
済
学
と
毛
沢
東
と
周
恩
来
で

は
無
理
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

た
だ
一
つ
だ
け
、
興
味
が
わ
い
た

ら
し
く
メ
モ
が
書
き
込
ん
で
あ

る
。 

 

１
９
４
５
年
に
ア
メ
リ
カ
が
日
本

に
原
爆
投
下
し
た
こ
と
を
、
中
国

指
導
部
が
非
難
し
た
ら
し
い
が
、

そ
の
『
新
華
日
報
』
時
評
の
日
本

語
訳
の
「
原
子
爆
弾
に
思
う
」
と
い

う
資
料
に
、
「
中
国
と
米
国
が
同

盟
国
だ
っ
た
時
」
「
抗
議
声
明
」
と

メ
モ
し
て
あ
る
。 

 

人
道
外
交
と
か
そ
う
い
う
も
の

ら
し
い
が
、
か
っ
こ
い
い
と
感
じ
た

の
だ
。 

 

け
れ
ど
そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、

「
現
在
は
核
兵
器
廃
止
条
約
を
保

留
し
て
る
」
と
メ
モ
し
て
あ
る
。 

 

も
や
っ
と
す
る
わ
ー
…
。 

 

三
国
志
や
水
滸
伝
を
読
ん
で
か

っ
こ
い
い
と
と
き
め
い
た
あ
と
に
、

偽
ド
ラ
え
も
ん
を
見
た
時
み
た
い

だ
わ
ー
。 

 

今
、
な
に
か
ち
ゃ
ん
と
得
た
も
の

は
な
い
か
と
資
料
を
読
み
返
し
て

い
る
が
、
相
変
わ
ら
ず
脳
み
そ
は

理
解
を
拒
否
し
て
い
る
。 

 

ぼ
ん
や
り
と
「
台
湾
っ
て
中
国
じ

ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
ー
」
と
か
「
学
校

で
中
国
は
社
会
主
義
国
で
す
っ
て

習
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ー
」
と

か
思
う
ば
か
り
だ
。 

 

私
は
あ
れ
だ
。
こ
の
分
野
に
関

国
を
ど
う
発
展
さ
せ
、
ど
う
堕

落
さ
せ
た
か
、
ま
た
、
中
国
経

済
の
現
局
面
を
ど
の
よ
う
に
理

解
し
、
認
識
す
べ
き
か
に
つ
い

て
、
独
自
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学

的
視
点
か
ら
解
説
が
な
さ
れ
た
。 

こ
れ
に
は
、
独
自
の
統
計
学
的
手

法
を
も
取
り
入
れ
た
経
済
成
長

論
、
経
済
発
展
段
階
論
、
社
会
主

義
論
を
も
展
開
し
て
お
り
、
難
解

な
が
ら
、
含
蓄
の
多
い
議
論
と
思

わ
れ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
習
近
平
の
腐
敗
撲
滅

運
動
と
「
社
会
主
義
」
に
関
連
し

て
、
戸
籍
制
度
と
社
会
保
障
・
教

育
制
度
の
あ
り
方
、
所
得
格
差
・

資
産
格
差
の
拡
大
と
中
国
に
お

け
る
階
級
闘
争
、
そ
の
一
つ
と
し

て
も
相
続
税
の
実
施
問
題
が
注

目
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
問

題
提
起
と
示
唆
に
富
む
内
容
で

し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

倉
敷
支
部 

理
事 

宇
野
忠
義 

 

す
る
常
識
が
欠
如
し
て
る
わ
。
と

開
き
直
っ
て
き
た
。 

 

と
り
あ
え
ず
私
に
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
し
た
ら
、
中
国
に
関
す

る
よ
ろ
し
く
な
い
報
道
を
鵜
呑
み

に
し
な
い
こ
と
く
ら
い
で
は
な
い
か

と
思
う
。 

 

小
川
涼
子 

 


